
昭和38年度 ・任意の団体として民生委員・児童委員を中心に結成される。

昭和39年度
・第１回各務原市社会福祉大会開催
・生活福祉資金や共同募金運動等、地域福祉活動を展開

昭和56年度

・社会福祉協議会法人化促進委員会設置
・任意団体「各務原市社会福祉協議会」解散。あわせて「社会福祉法人各務原
市社会福祉協議会設立総会」を開催
・法人格取得。初めて市連合広報会の賛同を得て、会員募集の依頼を行う。
・第15回社会福祉大会において連合会単位による支部社協の設置（当時16か
所）を決議される。

昭和57年度
・ボランティアセンターを設置
・福祉フェスティバル開催

昭和58年度
・「福祉のまちづくり推進モデル社会福祉協議会」の指定を受ける。
・寝たきり老人の入浴実態調査及び独居老人の食生活実態調査を実施
・調査を受け、入浴サービス及び食事サービスを開始

昭和59年度
・寝たきり老人介護者調査及び独居老人生活実態調査を実施
・16支部社協から17支部社協となる。

昭和60年度 ・総合福祉会館完成にともない、各務原市役所本庁舎から事務所を移転

昭和62年度 ・昭和62年から平成元年までの「社会福祉協議会発展3か年計画書」を作成

昭和63年度 ・在宅入浴サービス事業の開始

平成元年度 ・福祉ボランティアのまちづくり事業の指定を受ける。（国庫補助事業）

平成4年度 ・在宅介護者の集い開催

平成5年度
・小中学生ボランティア塾開始
・寝たきり老人等介護者実態調査
・地域福祉活動計画「いきいきプランかかみがはら」の策定

平成8年度
・モデル支部社協の指定開始
・訪問入浴サービスの受託開始
・市民公募によるキイメージャラクター「サポート君」誕生

平成9年度
・企業ボランティア研修会の開催
・在宅障がい者いきいき事業の開催

平成10年度 ・ボランティア情報紙の発行

平成12年度

・介護保険制度スタート
（居宅介護支援事業、訪問介護事業、訪問入浴事業、通所介護事業）
・福祉カー貸出、特別移送サービス事業の開始
・ふれあいいきいきサロンの名称を「ボランタリーハウス」へ統一
（市ボランタリーハウス事業受託）

4-5 各務原市社会福祉協議会のあゆみ




